
Title デザイン教育とコンピュータ : 大阪美術専門学校:デ
ザインCAD専攻・新設について

Author(s) 斎藤, 信

Citation デザイン理論. 1995, 34, p. 142-143

Version Type VoR

URL https://doi.org/10.18910/53124

rights

Note

The University of Osaka Institutional Knowledge Archive : OUKA

https://ir.library.osaka-u.ac.jp/

The University of Osaka



例 会 発 表 要 旨 第144回1995.7.15. 『デザイン理論』34/1995

デ ザ イ ン教 育 と コ ン ピ ュー タ

大 阪 美 術 専 門 学 校:デ ザ イ ンCAD専 攻 ・新 設 に つ い て

CAD工 房Mdesignworks

齋藤 信/大 阪芸術大学・福井工業大学・大阪美術専門学校

0.は じめに

この研究発表は大阪芸術大学付属大阪美術

専門学校 に1995年4月 に新設 されました 『デ

ザインCAD専 攻』設立にともない,は たし

て人間が仕事のための道具 として開発 したコ

ンピュータを,教 育 という生 き物のなかでど

う扱 うべきか,コ ンピュータを道具 として実

務 と教育 との両面で使っている者のひとりと

して,今 回の新設専攻のプロデユースに参加

させていただ くにいた り 『新専攻その目的と

内容』を 『CGとCADの 位置付け』『道具

としてのコンピュータ』 と共に,研 究発表い

たします。

1.「 新専攻その目的 と内容』

新専攻名については,CAD本 来の意味で

あるデザイン業務 を支援するコンピュータシ

ステムとして,キ ャ ドでな く"CAD"と し

て,特 にプロダクトやスペース系の企業 に強

く認識されているのが現状であるとともに,

工業系の高等学校ではコンピュータを使用し

ての製図実習 として"CAD"を 選択授業に

組み入れているところも多 くなっていますの

で一般的にも理解できる専攻名だと考 え,機

械や建設の製図作業だけではなく,も う少し

ソフ トなあっかいを含める意味で"デ ザイン

CAD専 攻"と なりました。

設備面では原則 としてパーソナルコンピュ

ータレベルでの設備で教育していきます。

実務レベルでのCADは,大 ・中型 より小型

つまりパーソナルコンピュータを使用してい

る場合が多 く,パ ーソナルコンピュータも上

限になれば一般実務レベルでの仕事にはかえ

って使いやすいか らです。

機種 と台数 について は,先 ずNEC・H98

シ リーズ とIBMとApple・PowerMacin・

toshシ リーズを使い分けしてい く予定です。

H98はCPUも 旧式であ りますが,IBM

とともに各企業での現存設備の度合いか らし

てもソフ トウエアの種類 と内容からしても,

デザインの現場 に有効な選択だ と考えます。

Apple・PowerMacintoshは プレゼンテ

ーション用です。パーソナル コンピュータを

デザ イ ンの現場 に普及 させたのはMacin-

toshだ といって も過言でない と思います。

つまりより使いやすいOSと 使用感の統一さ

れたソフ トウエア群 を持った機械で,デ ザイ

ン業務 の末端の作業を簡略化する方向でのプ

レゼンテーシ ョンには最適の機械であると考

えます。

コンピュータを使用 しての教育は1教 室に

1機 種を多数配置し,大 型モニタを見せなが

ら講師がインス トラク トする方式が今 までは

主流であった と思います。それは一度 に多数

の学生を教育できるメリットは大 きいのです

がそれはアシスタン トがあってのことです。

つまり学生の数でなく機械の数の問題であり

疑問や トラブルは同時に起こるわけで もなく

それぞれの機械 の前で学生に対応 している間

授業は中断され,予 定のカ リキュラムを通そ

うとす ると,つ いてくることのできない学生

たちを置き去 りにせざるをえない場合が多々

あるか らです。そういう学生が独 自で学びた

くとも,コ ンピュータ設置教室 を開放 し使用

させるには管理のことを考えねばならず,学

生たちにコンピュータを購入させることを義
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務づけられるようになるまでは,極 力授業時

間内で作業 を終わ らせ,よ り効率の良いクラ

ス分けで多数の学生に使用 させるほうが有効

だ と考えます。
"デ ザ イ ンCAD専 攻"で は

,NEC,

IBM,Apple,を すべて最高値に近いコンデ

ィションに主記憶容量(RAM)と 補助記憶

装置(ハ ー ドディスク)も 拡張増設 し合計16

機で設備構成 しています。学生数 も15～16人

が1講 師で有効に教えることの出来 る限界で

あると考 えています。

OSも 現在 のパーソナルコンピュータでは

主流であ る,Dos/WindowsとMac/OSの

2種 類のOSを 経験させる計画です。

カ リキュラムについては,コ ンピュータを

使 って何 らかの造形活動 をしようという専攻

である限 りコンピュータに対しての基本的概

念 と操作法 は1回 生前期のレベルでマスター

させなければならないと考 えています。

ただコンピュータソフ トのオペ レータを養

成するだけな ら,専 門学校 として2年 間も必

要 としません。大阪美術専門学校のデザイン

CAD専 攻 は,打 ち合わせができ(話 を理解

できて),ユ ニークな発想力があ り(創 造力

があ り),プ レゼ ンテーシ ョンができる(表

現力がある),そ の手段 にコンピュータを使

うことが得意である人材 を育成できる専攻に

なればよいと考えます。

専攻全体のスタンディングポイン トとして

はク リエイターの強力なアシスタン トを養成

する専攻 と設定しました。 そしてできれば卒

業時には,CAD利 用技術者認定資格 を持 っ

て卒業で きるような授業を組み入れています。

2.『CGとCADの 位置付 け』

時代 は進みCGは よりレベルの高い表現 を

求め,そ のためにワークステーションを使い

より専門的にパワーア ップし,も はやアー ト
ノ

としてある種の世界を確立 しています。

それに対 し道具 としてより使いやす くなっ

たパー ソナルコンピュータとソフ トウエアで,

DTPや マルチメディアは視覚系学生,CA

Dは 工業系や空間系の学生の必須基礎科目に

なる と思います。《見せ るための映像をつ く

る ものCG》 《使 うためのものを設計するも

のCAD》 と位置付け,フ リーハン ドでアイ

デアをまとめ,CADで 設計 または作図し,

確認修正 を加え,よ りハイレベルなプレゼン

テーションはCGに まかせる。

現実すべてのデザインワークではないにし

てもいずれはそうなってい くと感じています。

3。 『道具 としてのコンピュータ』

パー ソナルコンピュータが一般的になって

まだ15年 にもなりません。その当時は何 もか

もがめずらしく未完成で,メ ーカーやディー

ラー,そ してソフ トハウスと研究しながら仕

事 をこなしていったおぼえがあ ります。時代

が流れコンピュータの能力 も格段 とアップし

逆 に値段はダウンしました。

私は基本的にデザインとは美的要素を強 く

持 った ビジネスだ と考えています。

その ビジネスのために,よ り有効な手段 を

選ぶのがデザイナーだ と考えます。

コンピュータは基本ソフ トウエア としての

OSの 進歩 と専門ソフ トウエアの改良により

一般的な家庭電化製品 と同じような感覚でよ

り有効 で使いやすいデザインのための道具に

なるで しょう。

情報 もそのメディア もあふれている今,教

えられる側の個性 と本質を未熟な技術のせい

で見失うことなく,ある部分で楽 しみながら学ぶ

ようなデザイン教育ができるなら,そのためにコン

ピュータが本当に使いやすいなら実務の世界だ

けでなく教育の世界でも有効な道具になりえると

考えこの新専攻で実践していきたく思っています。
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